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西之島一火山の活動とぞ･の観測

§1まえがき

小笠原酉之島は東京より南へ930km父島の西約!30

kmの北緯26,151東経140,531の位置にあり(第1図)

写真1に示すような平担な島であった.この緯度は

沖縄南部にあたり東京都下とは云いなからかなりの距

離にあることカミわかる.同島及びその付近海面におい

ては歴史上これまで噴火カミあったという記録はないカ主

そあ位置は當士マリアナ火山帯に属しまた海図1)より

想定した海底地形図(第2図)によれば同島は2,000

～3,0gOmの深海より海面すれすれに立ち上った海底火

山の直径約1,000mの火口縁の一部にあたり噴火はそ
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の中央火口の中心付近から始ったことになる.噴火の

経過はこれまでの報告にも詳しく述べてあるので2)･3)主

として第1表及び写真2345にゆずりここで

は活動現象や観測に関する2-3の問題について述べる

ことにしたい.

第1図酉之冨の位置

§2曙大発見の端緒

一般に海底火山の発見はなかなか困難でそれが深海

であったり航行不便な場所であれば発見されずじまい

になってしまう場合も多い.またたまたま発見され

でもこれが通報されなければ我々が知らずじまいにな

ることもあり得よう.今回の酉之島の活動開

始にあたってはその様な問題を考えさせる状況

1…＼であ一た･最初我･が1の活動を知一たのは

/が:::･…年･月･･目静岡県田子港所属の漁船第･え

びす丸カミ焼津漁業無線局を通じての報告によっ

｡1へ｡でであった.噴煙を認めたこの第1報は直ち

ノ/■/＼

｡/ノ/が＼｡に全国に報道されその目のうちに海上保安庁

匠/＼

(㌃一万＼機が現場に急行した.当目はあいにくの暗夜

､〕･㌻､

で観測が充分でなく翌31目筆者らも同乗を許

(1㌧1烹ふふ1;1㌶
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＼気にかけずすごしていたもので結局最初の

､発見は4月2!目の第11豊徳丸と断定された.

二語.しかしさらにずっと後に狂って気象庁の町田秀

第2図酉之島付近海底地形図
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写真1

酉之島本島(1968年浅見重夫氏撮影)�
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第一1表

茜之島海底噴火活動経過

観察事項

機上より変色域撮影

西之島前納に変色海域長径15～20m

噴煙岩影を見る

激しい変色水の流忠白煙たし

水煙白煙を見る

噴煙20～100m3分噴き1分休む

白濁の噴出孔.変色域は幅200m長

さ3km

浅い海面で2分おきに白煙筒さ30n1

噴煙50m変色域西へ流れ岩礁を認む

噴煙噴石10～20mの黒い水柱

活動ややにぶり噴煙の間隔のびる

高さ1～1.5mの岩礁2つ変色水流国

中心に黒色の盛上り黄変色水域の長さ

3長m

濃厚な変色海域延長16km

数度の爆発水柱

1分に2～3回の爆発白煙黒煙岩

礁を認む

3～10分おきに爆発噴煙500m噴石

を見る

直径30～50mの新島発屍

噴火連続白煙300m地出物あり

径130m火口50～60m噴火中

新島位置西之島南端から東へ11駅に600

m径約150m高さ40m噴眉水柱

200m連続的に大爆発変色水域あり

新島さらに発達時女噴石

新島主火孔西に第2火孔出現

新島主火孔より溶岩流出その西約在Om

に第2新島発見

船で初めて接近第2新島の西100㎜に

さらに第3新島噴火はまだその西の海

中より夕方には第3新島消滅

第1～3新島陸続き噴火はその西側海

中

第3新島の位置に噴石丘

噴石丘さらに発達噴煙噴石あり

新噴肩丘北麓より溶岩流

新島東北400m(第1新島の位置が再噴

火)小噴石丘

新島は東西2つの噴石丘よりなり間断

なく噴煙噴石

東西噴石丘同大両者陸続き

西側火孔沈黙東側のみ活発

新島は東西約700m西側火孔は北に

東側火孔は東西に溶岩を流出現在は東

人孔のみ活動西之島南端は隆起

西之島新島と命宅

噴石活動は休止東に赤熱溶岩

東側火口のみ活動申2-5分おきに赤

熱噴石高さ50～100m半径100～200

m火孔内に小噴石丘新島東南岸一部

海蝕

通報者

町田秀夫

第11豊徳丸

伸漁丸

神通丸

三福丸

第2えびす丸

海上保安庁機

海上自衛隊機

伸漁丸

第8真豊丸

第8真豊丸

東海大学丸I雌

朝目新聞社機

海上保安庁機

第11豊徳丸

朝目新聞社機

ジャバン･カウリ努

海上白衛隊機

朝同機長久丸

読売機

海上保安庁機(大島

諏訪田中筆者)

第16新幸丸

信栄丸

朝日機

毎目機

第35勇漁丸(吉田

湊筆者ら)

朝目機(森本)

毎日読売機

東京新聞機

朝日機

気象庁(梶川)

東海大学丸II世

気象庁(中島)

読売機

海上保安庁機(大島

久保寺筆者ら)

海上保安庁

朝目機

文部省チャｰタｰ機

(久保寺田中筆

者)

夫技官が南方へ赴任の途次同年4月12目西之島上空で

撮影した写真を帰任後現像したところこれにも変亀水

域カミ写っており同島の噴火はこの時には既に始まって

いたことが確認された.海底火山の発見はこのように

写真2§月31目の変亀域

尊糞§?月5目荻)裟色域.

写真49月14周発見された第ユ新島

写真512月21目の本島と酉之島新島�
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海上及びその上空の交通が頻繁狂海域においてすら

わめて困難なものである.

き§3変色海域と活動邊

海底火山活動で火孔がまだ水中にある間は通常の

活動状況を知る手がかりはこれしかたいようなものであ

写真6

§月31員焚･包ま窮

写真7

7月

堪鷲鐙飽蛾

第3図

､･

も

､｡担

5月31目の変色海域

､胆

第4図7月4

写真8

9月14目新島

の爆発状況と

変色域

第5図

9月1姐の変

色海域と第1

新島

目の変色海域�
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る.それ故その大きさ彩色などから活動状況を判

断するのであるが4〕第1回の5月31目には写真26

第3図の如く淡黄色で長さ約3良m程度であり変色域

の湧出点の中心付近に直径20～50mの白色の泡が現れ

ては消えていた.これに引きかえ7月5目には湧出

点の面積は小さいカミ濃黄色の変色水が盛んに湧出し

その延長も16kmに及んでいた(写真37第4図).

9月14目には既に島は出現していたものの変色域も盛ん

で色は茶褐色でその延長20kmに及んでいた.(写真4

8第5図).

12月になり島が本格的に大きく狂って噴火孔も陸上

に放ってしまうと変色域は次第に小さく弱くなって

来た(写真5).

この変色域は微細な懸濁物からなっており10月9目

調査の際もこれを採取したカミ(写真9)これまでしばし

ば伝えられるよう荏硫黄ではなく火山性湧水(温泉)

成分と海水の接触による沈殿物である可能性添強い.

§4噴眉活動

噴火が継続して噴火孔が海面直下に達すると爆発の

たびごとに水柱噴石噴煙をあげる.その前後の状

況を10月9目観察の例をとって説明すると写真10に示

すようにまず多量の火山灰などを含有する黒色の水柱カミ

海中から発射されこれカミ急激に延びて高い時にはに

200～300mに達する(写真11).次いで水柱の中から噴

石がこれを破って水蒸気の白い尾を引き在がら(写真12)

突出しこれが海面に落下して一面に水しぶきをあげる

(写真13).この頃から発生した大量の水蒸気カミ落

下しはじめた水柱をつつむようにしてとって替り火山

灰を含む灰色もしくは淡褐色の噴煙として上昇して行く.

その途次風下側に火山灰を降らすので煙の色は次第に

白っぽく狂り1,000～1,500m以上の高空に達し風に

流されて棚引いて行く.水中噴火では1回ごとにこの

よう荏経過をくりかえして噴火するが10月9目の朝で

は1～2分おきにまた9月14目にはほとんど連続的に

これをくりかえして活発に活動した.恋おこの噴石は

水中を通って艶出されるにもかかわらず赤熱している時

もあり10月9目の未明にはこれカミ望見された.

また海中の噴火点の深さによっては爆発開始の直前

海面カミ半球形に盛上りいわゆるウオｰタｰドｰムにな

るのが観察されたこともあった(写真14)､

爆発音は噴火が水中にある場合にはほとんど空気中に

は伝わらたかったが新島カミ発達してからはかたり激し

い爆発音カミきこえた.また火山ガス臭も水中よりの噴

火にさいしては硫化水素臭が多いが陸上になってから

は亜硫酸ガスが多いように感じられた.

写真9ユG須聾頁焚儀海域で沈殿物の擦敬

§5地形変化

既述の通り最初は変色水しか認められなかった噴火海

面に白煙とともに時々岩礁か見えカミくれするようにな

ったのは6月中旬頃からで7月!目には東海大学丸で

佐藤孫七船長もこれを確認されたカミその報せにより7

月5日現地へ飛んだ海上保安庁機からはこれを発見する

ことが出来なかった(写真37).この頃は一度海

面上に姿をあらわした岩礁が波浪により浸蝕されてまた

海中に没することをくりかえしていたものと考えられる.

9月初旬には円錐状の噴石丘カミ始めて海上に出現した

がその位置が最初噴出した位置から南女面に約330m

も移動していることが判明した(第6図).噴火の進

行とともに噴火孔の移動はその後も続き第7図に示す

通り9月24日には第1の噴石丘の西南西側に小さな側

火孔が生じたのを最初に9月29目には第2の小新島10

月9目には第3の新島と西南西方向に一直線に約430

m移動し第3新島の位置ではおおむね10月末まで活

発な活動カミ続き生じた噴石丘の北麓からは溶岩を流出

した｡さらに11月20日頃には再び噴火中心は一度消滅

した第1新島付近にもどり多量の溶岩火山弾などを

放出し大きな島に成長しこの東西3つの新島は完全

に連結した.

これらの地形の変遷は海底における噴火孔の移動と

海蝕によるもので第7図は筆者らの海上保安庁機によ

る観測のほかに海血よりの調査結果を加えさらに各新

聞社機よりの航空写真も参照して作成したものである.

§6海底火山の観測について

さきにも述べたように海底火山の観測には種々の困難

をともなうものである･とりわけ西之島のように遠隔

の地で行なわれる活動に対しては次おさらのことである.

しかし今回の活動では噴火庸報の入手以来海上保奉

庁のYS-11型捜索機淋たびたび境地に派遣され観測を�
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写真1010月9目噴火連続写真

写真11

10月9日

黒色水柱

写真

くりかえしているカミ筆者らも毎回これに同乗を許され

上空より観測の機会をあたえられたことは感謝にたえた

い.このほか最初の発見以来付近航行中の漁船からは

噴火のたびごとにその観察事項を知らせてくるのを焼津

無線局を通じて通報をうけとっている.しかしそのよ

うにしても噴火の情報は断続的で不充分になることは

止むを得狂い.

しかし航空機による上空よりの観測は機動性に富み

短時間での往復高空よりの広視野観測などの利点は

多いが(写真15)現地に長時間滞在しての観察や試�
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料の採取停止位置からの観測などにおいて不利在点も

ある.そこで筆者らは昨年10月には小笠原父島の漁

船勇漁丸を借り上げ海上から同島及び新島に接近をここ

ろみ一昼夜にわたって現地で観測をし試料も採取し

た.しかし逆に海上からの観察は視野に乏しく且つ

危険防止の上でも接近が困難校のでこれを補う意味で

無線操縦機(写真!6)と無線操縦艇を用意した.無線

艇は当目の波浪状況のため現地での使用を見合わせたが

無線機の方は上空よりの写真撮影にある程度の成果を収

め得た.即ち使用した無線機は翼幅約2m時速約80

kmで2Lm遠方でも船上からリモコン操縦出来るよ

うになっており発進は船上から帰着は海面上に着水

しモｰタｰボｰトで回収するようにした(写真!6).

胴体下部に自動巻き上げ装置のついたカメラを種々の角

�
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｡κ

1回､帆第･図

○噴火孔位置の変遷

ふ･5■31

■67-5

λ

⑤11･･

��

写真12

10月9目噴石鉋凶状

況

写真13

9月14目噴石落下状

況
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第7図

新島の地形変化
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ム(10月9目)�
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度で装着出来るようにしシャッタｰは無線指示で切れ

るようにしてある.なお飛行位置の確認のため本船

と新島を結ぶ直角線上にモｰタｰボｰトを配置しこれ

とも無線で連絡をとることにしておいた.撮影は成功

で写真1718にその一例を示す通り本船では絶対に近

づけない距離一及び角度からしかも安全に新島や海中噴

火をとらえることカ拙来た.写真17は高度約200m

距離約300mでとらえた爆発の瞬間でこの距離高度

からの撮影は無人機で放ければとても危険で近づけない

ものであった.また写真18は第1新島とその左に小さ

く第2新島カミ写っておりこの時点で本船からの見通

してはこの第2新島は全く認められず既に全く消滅し

ているものと考えていたのであるが'船ではとれない上

空から撮影したこの写真にもとづいて第7図10月9日

夕方の図は書きかえたものである.そのほかこの飛行

機には火山ガス分析器火山灰採取装置なども積載する

予定であったが天候の激変により今回は試すことか出

来なかった.

このほか水路部ではプロトン磁力計による地磁気測定

をまた筆者らは京大久保寺教授気象庁田中康裕調査

官らと協力して赤外線走査計による海面及び地表温度の

測定を行在ったカミこれらはいずれも危険た海底火山へ

の接近を避け遠方より測定を行なうためのものであり

人命の安全とより正確な測定とをかねた新しい観測法の

一つと云えよう.それらの結果の詳細についてはいず

れまた報告されるであろう.

§7最近の西之島新島

新しく出来た火山島は1973年12月21目西之島新島と

名ずけられあらためて海上保安庁から発表されたか

その後同島の噴火は益々活発になって続き1月13目に

は東側火口内に新しい噴石丘が生じ高度も面積も若千

大きくなりψ頂では熔融状の赤熱溶岩が激しい爆烈音

をたてて飛散していた.しかし西側の噴石丘は比較的

静穏に見えた.この時は海面の変色水域の状況はやや

衰えを見せていたように思われる(写真1920).

しかるに本年3月1目に東海大の望星丸よりの報道で

3月2日現地へ飛んだ読売新聞社機によるとこれまで

は新島の東側火孔の噴火が盛んであったのがこれが東

北東方面の海面に噴火の中心が逆もどりしその位置の

海面に南北にのびた第4の島が成長しているのが煙の間

に認められた.

写真15YS-11機上からの観測(12月21目)･

写真16無線操縦機の発進

写真17無線操縦機よりの海上噴火写真(10月9目)

写真18無線操縦機よりの第1新島第2新島写真(10月9目)�
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策3表西之島新島噴出火山灰(1973年10月9目)化学成分

第2表西之島本島の岩石の化学成分
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§8噴出物

今回の酉之島の噴火では新島出現まではその噴出物

はことごとく海中に没し去り新島生成後も未だ危険で

同島に接近したものはなく従って新しい噴出岩片はだ

れも入手していない.ただわずかに前回の海上よりの

調査のさい船上に降下した新火山灰と変色海水のみ入

手し得た.西之島本島の岩石はお茶小女子大の浅見教

授より恵与をうけた試料についてその化学分析をしたも

ので比較のためにこれも第2表にかかげた.採取した

火山灰はその量カミ極めて少荏かったので充分な分析をす

ることカミ出来なかったカミこれを第3表に示す.

火山灰はガラス質の部分が多く本島のものに較べて

若干SiO｡が少なく鉄は多く在っているがNa.Oなど

はあまり変化がないようである.
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§9あとがき

以上述べて来たように海底火山の調査研究は陸上の

それに較べると数倍の困難をとも狂うものである.し

かし敢えてこれを行たはなければこの部分の欠損はう

ずめられない.それ故我々は今後も同火山の噴火につ

いては更に調査を進め近く東京水産大学の神鷹丸東

海大学の東海大学九二世の両船が酉之島に向う予定であ

り我々はまたこれに便乗して現地におもむき海上か

ら新しい調査を行荏うことにしている.

本報告を行うにあたりこの調査に絶大な御協力を賜った海上保

安庁及ぴ水路部第3管区海上保安部羽田航空基地焼津漁業

無線局の各位ならびに西之島近海を航行中の各船舶航空機

の乗員の方々またNHKをはじ･め各報道機間の皆様に厚くお

礼申し上げる.

(筆者は東京工業大学)
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写真191月13目新島の近況

写真201月13目新島東側火口近付�


